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(百万円未満切捨て)

１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 216,640 7.2 2,364 162.9 3,158 118.7 191 △54.1

2023年３月期第２四半期 202,085 △4.6 899 △91.9 1,444 △87.7 416 △94.7
(注) 包括利益 2024年3月期第2四半期 3,370百万円( 25.0％) 2023年3月期第2四半期 2,697百万円( △68.1％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 2.01 －

2023年３月期第２四半期 4.24 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 396,356 251,678 61.6

2023年３月期 436,752 254,305 56.5
(参考) 自己資本 2024年3月期第2四半期 244,016百万円 2023年3月期 246,818百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 30.00 － 30.00 60.00

2024年３月期 － 30.00

2024年３月期(予想) － 35.00 65.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　　

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 520,000 7.4 26,000 19.2 26,500 18.4 18,000 21.8 190.79
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は添付資料3ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご参照ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期２Ｑ 103,325,329株 2023年３月期 103,325,329株

② 期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 9,182,865株 2023年３月期 7,417,752株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 94,928,247株 2023年３月期２Ｑ 98,339,335株
　

（注）当社は、取締役及び執行役員に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託」を導入しており、当該信託口
が保有する当社株式を自己株式に含めて記載しております。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業
績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料2ページ「1.経営
成績等の概況」をご参照ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期決算の経営成績の概況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、社会経済活動の正常化が進み、設備投資の持

ち直しや雇用情勢の改善の動きがみられるなど、緩やかな回復基調が続きました。しかしながら、

長期化するウクライナ情勢、原材料・エネルギー価格の高騰、物価の上昇、為替変動、世界的な金

融引締めなど、引き続き注視する必要があります。

当社グループを取り巻く事業環境については、カーボンニュートラル社会の実現に向けた地方創

生に資する地域脱炭素の推進、地域特性や気候風土に応じた、再生可能エネルギーやEV等の利用、

グリーントランスフォーメーション（GX）の実現が期待されております。また、気候変動に伴い、

近年激甚化する自然災害等に対するレジリエンスの向上が求められております。さらに、全国的な

デジタルインフラ整備や、地域デジタルトランスフォーメーション（DX）推進に向けた、自治体行

政や地域社会でのDXの取り組みが進められております。

こうしたなか、当社グループは、昨年度、新たに再定義したパーパス、ミッションのもと、幅広

い社会インフラ領域における様々な社会課題の解決にこれまで以上にしっかりと貢献できる企業グ

ループへと進化していくことを目指し、2030年に向けた事業ビジョンとして、『MIRAIT ONE Group

Vision 2030』及び2022年度を初年度とする５ヶ年の第５次中期経営計画を策定し、街づくり・里

づくり/企業DX・GX、グリーンエネルギー事業、ソフトウェア事業、グローバル事業を今後注力す

べき成長分野「みらいドメイン」として取り組んでおります。

本年度は、人財成長による事業成長をスタートする年度として、「みらいドメイン」への事業シ

フトの加速、人財成長戦略としての戦略的な人財育成と挑戦を支える柔軟な人事制度の整備、及び

ミライト・ワン流のスマートワークライフスタイル改革を進めております。また、既存事業のDX推

進に資するDXコア人材の育成や更なる生産性の向上、西武建設㈱とのシナジー創出、成長分野にお

ける営業力強化・顧客拡大及び経営基盤の強化等に取り組んでまいります。

当第２四半期の連結業績につきましては、NTT事業におけるモバイル工事の減少やマルチキャリア

事業におけるCATV工事や一部５Ｇ整備工事の減少があったものの、環境・社会イノベーション事業

におけるグリーンエネルギー関連工事の増加や建築工事、土木工事の増加、ICTソリューション事

業におけるLAN等工事の増加や物販の増加、グローバル工事が増加したことにより、受注高は2,621

億７千１百万円（前年同四半期比9.1％増）、売上高は2,166億４千万円（前年同四半期比7.2％

増）となりました。なお、利益面については、環境・社会イノベーション事業とICTソリューショ

ン事業において、大きな不採算案件が発生したものの、営業利益は23億６千４百万円（前年同四半

期比162.9％増）、経常利益は31億５千８百万円（前年同四半期比118.7％増）となりました。しか

しながら、四半期特有の会計処理を適用した税金費用の計算の影響により、親会社株主に帰属する

四半期純利益は１億９千１百万円（前年同四半期比54.1％減）となりました。

また当社は、本日公表しましたとおり、国際航業株式会社を子会社化（2023年12月22日株式取得

予定）することを決定いたしました。今後とも、フルバリュー型の「みらいドメイン」の積極的な

事業展開の加速を目指すとともに企業価値の向上に努めてまいります。

なお、東京証券取引所より要請されている「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対

応」については、これまで取締役会において議論した結果を当社ホームページにて公表しておりま

す。（ https://ir.mirait-one.com/realizing/index.html ）

（２）当四半期決算の財政状態の概況

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、完成工事未収入金等の減少により、前連結会計年度末

と比べて403億９千５百万円減少し3,963億５千６百万円となりました。

負債は、工事未払金等の減少及び短期借入金の返済により、前連結会計年度末に比べて377億６千

７百万円減少し1,446億７千８百万円となりました。
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純資産は、配当金の支払い28億８千６百万円や自己株式の取得37億２千８百万円等により、前連

結会計年度末に比べて26億２千７百万円減少し2,516億７千８百万円となりました。

この結果、自己資本比率は61.6％（前連結会計年度末は56.5％）となりました。

（３）今後の見通し

　2024年３月期の連結業績予想につきましては、2023年５月15日に公表しました業績予想から変更

はありません。

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用の算定については、当第２四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

また、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合に

は、法定実効税率を用いた計算をしております。

　



株式会社ミライト・ワン(1417) 2024年３月期 第２四半期決算短信

- 4 -

３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 32,482 41,774

受取手形・完成工事未収入金等 190,131 124,898

リース投資資産 4,803 4,252

未成工事支出金等 31,717 43,984

その他 13,382 15,002

貸倒引当金 △12 △34

流動資産合計 272,506 229,877

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 43,006 42,587

土地 35,862 35,786

建設仮勘定 1,788 2,893

その他（純額） 12,814 12,420

有形固定資産合計 93,470 93,687

無形固定資産

顧客関連資産 12,315 12,121

のれん 20,687 20,125

ソフトウエア 1,490 1,315

ソフトウエア仮勘定 4,031 4,764

その他 197 162

無形固定資産合計 38,723 38,489

投資その他の資産

投資有価証券 17,833 19,842

退職給付に係る資産 7,097 7,130

繰延税金資産 4,004 4,094

敷金及び保証金 1,592 1,600

その他 1,869 2,078

貸倒引当金 △346 △444

投資その他の資産合計 32,051 34,302

固定資産合計 164,246 166,478

資産合計 436,752 396,356
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 67,708 47,509

短期借入金 21,505 3,004

リース債務 3,305 2,960

未払法人税等 3,595 3,249

未成工事受入金 5,302 9,765

工事損失引当金 809 1,887

賞与引当金 8,532 8,113

役員賞与引当金 120 78

完成工事補償引当金 94 45

その他 14,092 11,139

流動負債合計 125,066 87,753

固定負債

長期借入金 30,011 30,000

リース債務 6,290 5,474

繰延税金負債 3,486 3,430

再評価に係る繰延税金負債 41 41

役員退職慰労引当金 89 92

株式報酬引当金 355 357

退職給付に係る負債 15,782 16,230

資産除去債務 887 891

その他 434 407

固定負債合計 57,380 56,925

負債合計 182,446 144,678

純資産の部

株主資本

資本金 7,000 7,000

資本剰余金 61,280 61,291

利益剰余金 184,041 181,346

自己株式 △12,329 △15,496

株主資本合計 239,993 234,141

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,729 3,986

土地再評価差額金 △98 △98

為替換算調整勘定 2,555 4,486

退職給付に係る調整累計額 1,638 1,500

その他の包括利益累計額合計 6,824 9,875

非支配株主持分 7,487 7,661

純資産合計 254,305 251,678

負債純資産合計 436,752 396,356
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

完成工事高 202,085 216,640

完成工事原価 180,798 194,815

完成工事総利益 21,287 21,825

販売費及び一般管理費 20,387 19,461

営業利益 899 2,364

営業外収益

受取利息 36 157

受取配当金 259 213

為替差益 116 271

持分法による投資利益 30 －

その他 339 377

営業外収益合計 783 1,020

営業外費用

支払利息 86 59

持分法による投資損失 － 83

その他 151 83

営業外費用合計 238 226

経常利益 1,444 3,158

特別利益

固定資産売却益 60 138

投資有価証券売却益 1,090 20

補助金収入 － 107

その他 129 0

特別利益合計 1,280 268

特別損失

固定資産売却損 0 11

固定資産除却損 6 142

投資有価証券評価損 － 74

事業再編費用 261 －

その他 140 34

特別損失合計 407 262

税金等調整前四半期純利益 2,317 3,164

法人税等 1,880 2,846

四半期純利益 436 317

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 416 191

非支配株主に帰属する四半期純利益 19 126
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △532 1,275

為替換算調整勘定 2,627 1,496

退職給付に係る調整額 141 △138

持分法適用会社に対する持分相当額 23 419

その他の包括利益合計 2,260 3,052

四半期包括利益 2,697 3,370

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,690 3,241

非支配株主に係る四半期包括利益 6 128
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年11月11日及び2023年３月１日開催の取締役会において決議した、会社法第165条第３項の規定に

より読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の市場買付により、当社普通株式603,500株を総

額1,003百万円にて取得し、自己株式が同額増加しました。また、2023年５月15日開催の取締役会において決議し

た、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の市場買付に

より、当社普通株式1,195,800株を総額2,205百万円にて取得し、自己株式が同額増加しました。

この結果、当第２四半期連結会計期間末において、自己株式が15,496百万円となっております。

　


